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(百万円未満切捨て)

１．平成29年９月期第２四半期の連結業績（平成28年10月１日～平成29年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年９月期第２四半期 32,491 3.7 1,468 26.3 1,567 19.5 978 3.0

28年９月期第２四半期 31,337 6.6 1,162 3.4 1,312 8.2 950 29.3
(注) 包括利益 29年９月期第２四半期 1,020百万円( 7.5％) 28年９月期第２四半期 949百万円( 28.0％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年９月期第２四半期 84.64 －

28年９月期第２四半期 82.16 －
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年９月期第２四半期 32,871 17,921 54.5

28年９月期 30,964 17,032 55.0
(参考) 自己資本 29年９月期第２四半期 17,921百万円 28年９月期 17,032百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年９月期 － 13.00 － 13.00 26.00

29年９月期 － 13.00

29年９月期(予想) － 13.00 26.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成29年９月期の連結業績予想（平成28年10月１日～平成29年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 63,700 4.9 1,740 4.8 1,890 △0.3 1,130 △1.8 97.70
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年９月期２Ｑ 11,647,820株 28年９月期 11,647,820株

② 期末自己株式数 29年９月期２Ｑ 81,545株 28年９月期 81,443株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年９月期２Ｑ 11,566,360株 28年９月期２Ｑ 11,566,384株
　
　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前
提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連
結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法について）
当社は、機関投資家・アナリスト向け第２四半期決算説明会の開催を予定しており、この決算説明会で配布する第

２四半期決算説明会資料については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は324億91百万円と前年同四半期に比べ11億53百万円

（3.7％）の増収となりました。増収の主な要因としましては、住宅需要の緩やかな回復にともない、戸建住宅市場

において、住宅設備の販売や工事、住宅外壁工事が増加したことによるものであります。

損益面につきましては、営業利益は14億68百万円と前年同四半期に比べ３億５百万円（26.3％）の増益、経常利益

は15億67百万円と前年同四半期に比べ２億55百万円（19.5％）の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益は９億78

百万円と前年同四半期に比べ28百万円（3.0％）の増益となりました。これら増益の主な要因としましては、売上高

が増加したこと、販売費及び一般管理費が抑制されたこと、大型物件事業において前年に多額の工事損失引当金を計

上したことなどによるものであります。

なお、平成29年１月６日に株式会社マニックスとの間で資本業務提携を締結しました。マニックスは兵庫県、大阪

府、岡山県、広島県を中心に、住宅設備機器、水回り資材等の販売を主たる事業としており、双方の営業地域が補完

関係にあることを活かし、商品戦略や施工管理についての情報交換、販売網の拡大についての協議を開始しました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（戸建住宅事業）

戸建住宅の市況につきましては、低金利や相続増税対策により新設住宅の着工数は緩やかな回復基調で推移しまし

た。このような状況の下、建材及び関連商品販売につきましては、自社ブランドタイル「マリスト」のスペックが伸

び悩んだことなどにより、前年売上高を下回りました。建材工事につきましては、ビルダー及び工務店向けのサイデ

ィング工事、ハウスメーカー向けの外壁タイル工事が順調に推移しました。また、住宅設備機器販売及び住宅設備工

事につきましては、給湯器等のリフォーム向け商品販売、ユニットバスやシステムキッチンの工事が順調に推移した

ことにより、前年売上高を大きく上回りました。

以上の結果、戸建住宅事業の売上高は292億15百万円と前年同四半期に比べ12億72百万円（4.6％）の増収、セグメ

ント利益は15億17百万円と前年同四半期に比べ１億89百万円（14.3％）の増益となりました。

　

（大型物件事業）

大型物件事業の市況につきましては、建設コストの高止まりの影響により、分譲マンションの新設着工数は力強さ

に欠けましたが、学校や公民館などの公共投資及び民間非住宅投資は増加傾向で推移しました。このような状況の

下、タイル工事につきましては、本年４月以降に着工する物件は前年を上回っているものの、当第２四半期までに完

成計上予定の過年度受注物件が減少していたため、完成工事高は前年を大きく下回りました。住宅設備工事につきま

しては、ユニットバス工事やディスポーザー工事は前年並みに推移したものの、採算性の高いリノベーション工事が

増加しました。空調・衛生設備工事につきましては、官庁工事や民間非住宅分野のリニューアル工事は前年並みに推

移したものの、原価管理の徹底により利益面は大幅に改善しました。また、前年に83百万円程度計上しましたタイル

の張替え工事にともなう多額の損失引当は、当四半期においては発生しておりません。

以上の結果、大型物件事業の売上高は32億75百万円と前年同四半期に比べ１億18百万円（3.5％）の減収、セグメ

ント利益は３億41百万円と前年同四半期に比べ１億38百万円（67.8％）の増益となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ19億６百万円増加し、328億71百万円

となりました。これは主として、現金及び預金が８億25百万円、受取手形・完成工事未収入金等が10億34百万円、

投資有価証券が２億41百万円増加し、繰延税金資産（流動）が１億50百万円減少したことによるものであります。
　

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ10億17百万円増加し、149億49百万円

となりました。これは主として、支払手形・工事未払金等が５億28百万円、ファクタリング未払金が５億９百万円

増加したことによるものであります。
　

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ８億89百万円増加し、179億21百万

円となりました。これは主として、利益剰余金が８億48百万円増加したことによるものであります。
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②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度に比べ10億

25百万円増加し、93億49百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、９億13百万円（前年同四半期は３億62百

万円の増加）となりました。これは主として、税金等調整前四半期純利益15億61百万円の計上及び仕入債務の

増加額10億76百万円による増加と、売上債権の増加額13億45百万円の減少によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、65百万円（前年同四半期は５億72百万円の減

少）となりました。これは主として、定期預金の払戻による収入３億円、投資有価証券の取得による支出３億41百

万円によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は、１億35百万円（前年同四半期は４億72百万円

の減少）となりました。これは主として、短期借入金純増加額３億円、配当金の支払額１億50百万円によるもので

あります

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年９月期の連結業績予想につきましては、平成28年11月10日に公表いたしました連結業績予想の数値に

変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,523,636 9,349,334

受取手形・完成工事未収入金等 11,778,205 12,813,005

有価証券 100,000 －

商品 498,919 520,356

未成工事支出金 1,546,781 1,575,511

材料貯蔵品 20,718 19,657

繰延税金資産 369,233 218,863

その他 430,799 396,698

貸倒引当金 △41,928 △32,449

流動資産合計 23,226,365 24,860,979

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,422,598 1,390,027

機械装置及び運搬具（純額） 6,795 5,096

工具、器具及び備品（純額） 78,845 79,835

土地 4,199,526 4,199,526

リース資産（純額） 25,486 25,285

建設仮勘定 4,440 570

有形固定資産合計 5,737,692 5,700,341

無形固定資産

のれん 408,160 385,485

その他 200,276 321,767

無形固定資産合計 608,436 707,252

投資その他の資産

投資有価証券 545,069 786,514

長期貸付金 2,374 2,858

退職給付に係る資産 5,284 －

繰延税金資産 21,705 26,691

その他 925,071 891,772

貸倒引当金 △107,455 △105,267

投資その他の資産合計 1,392,050 1,602,569

固定資産合計 7,738,180 8,010,163

資産合計 30,964,545 32,871,142
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 6,454,681 6,983,647

ファクタリング未払金 3,323,940 3,833,731

短期借入金 216,250 513,750

リース債務 10,557 8,284

未払法人税等 383,674 438,585

未成工事受入金 725,889 777,594

完成工事補償引当金 24,207 27,965

工事損失引当金 91,709 16,709

その他 1,326,917 978,825

流動負債合計 12,557,828 13,579,093

固定負債

長期借入金 238,750 230,000

リース債務 17,052 19,141

繰延税金負債 104,309 100,683

役員退職慰労未払金 102,530 102,530

退職給付に係る負債 43,261 62,103

その他 868,136 855,837

固定負債合計 1,374,039 1,370,295

負債合計 13,931,867 14,949,389

純資産の部

株主資本

資本金 896,350 896,350

資本剰余金 1,360,916 1,360,916

利益剰余金 14,706,225 15,554,235

自己株式 △33,080 △33,166

株主資本合計 16,930,410 17,778,334

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 122,365 157,477

退職給付に係る調整累計額 △20,098 △14,059

その他の包括利益累計額合計 102,267 143,417

純資産合計 17,032,678 17,921,752

負債純資産合計 30,964,545 32,871,142
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 31,337,766 32,491,284

売上原価 26,934,820 27,803,921

売上総利益 4,402,945 4,687,363

販売費及び一般管理費 3,240,401 3,218,883

営業利益 1,162,544 1,468,480

営業外収益

受取利息 47,906 46,363

受取配当金 5,640 5,732

不動産賃貸料 63,128 64,736

その他 75,355 20,934

営業外収益合計 192,030 137,767

営業外費用

支払利息 6,553 6,183

支払手数料 5,019 5,050

不動産賃貸原価 28,982 26,707

その他 1,944 855

営業外費用合計 42,499 38,797

経常利益 1,312,075 1,567,449

特別利益

保険解約返戻金 － 5,133

固定資産売却益 99 －

投資有価証券売却益 － 5,769

特別利益合計 99 10,902

特別損失

固定資産除却損 16,777 13,360

退職給付制度改定損 － 3,406

特別損失合計 16,777 16,767

税金等調整前四半期純利益 1,295,397 1,561,584

法人税、住民税及び事業税 294,116 447,887

法人税等調整額 51,031 134,764

法人税等合計 345,147 582,651

四半期純利益 950,249 978,933

親会社株主に帰属する四半期純利益 950,249 978,933
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

四半期純利益 950,249 978,933

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,199 35,111

退職給付に係る調整額 1,252 6,039

その他の包括利益合計 △947 41,150

四半期包括利益 949,302 1,020,084

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 949,302 1,020,084

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
　

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,295,397 1,561,584

減価償却費 90,619 77,911

のれん償却額 23,627 22,675

貸倒引当金の増減額（△は減少） △39,267 △10,381

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △89,269 －

工事損失引当金の増減額（△は減少） 79,490 △74,972

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △523 25,005

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 13,782 5,284

受取利息及び受取配当金 △53,546 △52,096

支払利息 6,553 6,183

売上債権の増減額（△は増加） △1,591,354 △1,345,626

破産更生債権等の増減額（△は増加） 38,454 25,227

たな卸資産の増減額（△は増加） △581,440 110,959

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,835 89,189

仕入債務の増減額（△は減少） 1,626,876 1,076,239

その他の流動負債の増減額（△は減少） △354,452 △291,048

その他 29,555 1,220

小計 492,665 1,227,357

利息及び配当金の受取額 53,432 51,964

利息の支払額 △6,553 △6,183

法人税等の支払額 △204,433 △399,636

法人税等の還付額 27,128 39,830

営業活動によるキャッシュ・フロー 362,239 913,332

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 300,000

定期預金の預入による支出 △300,000 －

有形固定資産の取得による支出 △46,455 △44,693

有形固定資産の売却による収入 36,800 －

無形固定資産の取得による支出 △157,798 △134,615

投資有価証券の取得による支出 △150,916 △341,587

投資有価証券の売却による収入 － 154,858

貸付けによる支出 △2,600 △3,500

貸付金の回収による収入 2,851 2,556

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△21,574 －

その他 66,711 1,293

投資活動によるキャッシュ・フロー △572,981 △65,687

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △284,598 300,000

長期借入金の返済による支出 △6,250 △7,500

自己株式の取得による支出 △15 △85

配当金の支払額 △173,476 △150,127

その他 △8,202 △6,309

財務活動によるキャッシュ・フロー △472,543 135,976

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △683,285 983,621

現金及び現金同等物の期首残高 7,771,717 8,323,636

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

－ 42,076

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,088,432 9,349,334
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第２四半期連結累計期間（自 平成27年10月１日 至 平成28年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年12月17日
定時株主総会

普通株式 173,495 15.00 平成27年９月30日 平成27年12月18日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月12日
取締役会

普通株式 150,362 13.00 平成28年３月31日 平成28年６月６日 利益剰余金

当第２四半期連結累計期間（自 平成28年10月１日 至 平成29年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年12月15日
定時株主総会

普通株式 150,362 13.00 平成28年９月30日 平成28年12月16日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月11日
取締役会

普通株式 150,361 13.00 平成29年３月31日 平成29年６月５日 利益剰余金

（会計方針の変更）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日。以下、「回

収可能性適用指針」という。)を第１四半期連結会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可能性に関する会計処理

の方法の一部を見直しております。

回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第49項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、

第１四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項(３)①から③に該当する定めを適用した場

合の繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前連結会計年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額との差額を、

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加算しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、繰延税金資産（投資その他の資産）が14,033千円、利益剰

余金が14,033千円増加しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年10月１日 至 平成28年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２大型物件事業 戸建住宅事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,394,122 27,943,643 31,337,766 － 31,337,766

セグメント間の内部売上
高又は振替高

2,938 13,553 16,492 △16,492 －

計 3,397,061 27,957,197 31,354,258 △16,492 31,337,766

セグメント利益 203,673 1,327,752 1,531,426 △368,882 1,162,544

(注) １ セグメント利益の調整額△368,882千円はセグメント間取引消去86,276千円と各報告セグメントに配分

していない全社費用△455,158千円が含まれております。全社費用は主に、総務、経理部門等の管理部門

に係る費用であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

「戸建住宅事業」において、第１四半期連結会計期間において東京サッシ販売株式会社並びに株式会社ライフメ

タリックの株式取得による子会社化に伴い、それぞれのれんが発生しております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計期間において453,511千円であります。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年10月１日 至 平成29年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２大型物件事業 戸建住宅事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,275,499 29,215,785 32,491,284 － 32,491,284

セグメント間の内部売上
高又は振替高

8,614 9,924 18,539 △18,539 －

計 3,284,114 29,225,709 32,509,824 △18,539 32,491,284

セグメント利益 341,757 1,517,320 1,859,078 △390,598 1,468,480

(注) １ セグメント利益の調整額△390,598千円はセグメント間取引消去83,175千円と各報告セグメントに配分

していない全社費用△473,774千円が含まれております。全社費用は主に、総務、経理部門等の管理部門

に係る費用であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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